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株主の皆様へ

株主の皆様には、平
素より格別のご 高配
を賜り、厚く御礼申し
あげます。

さて、当社第���期
の中間報告書をお手
許にお届けするにあ
たりまして、ご挨拶を
申しあげます。

本年�月の定時株主総会をもって、長年当社グ
ループを率いてきた修会長が相談役へ退き、新
体制をスタートいたしました。私と主要役員の計
�名による集団指導体制のもと、カーボンニュー
トラルへの対応をはじめとし、中期経営計画で掲
げた様々な取組みを推進してまいります。新体制
スタートに当たり、「大変革の時代、このままでは
生きていけない」という自覚のもと、経営哲学、組
織、人（考え方・スキル）を徹底的に変えていくこ
とが必要不可欠だと考えます。そのため、さっそ
く本年�月より、組織変更につきまして、EV事業
促進を目的としたEV事業本部の新設をはじめと
し、次世代モビリティサービス本部の強化、品質
保証本部の再編、調達戦略本部の再編等を実施
し、新しいスズキへと生まれ変わる第一歩を踏み
出したところでございます。

当期の業績につきまして、�～�月期は、前年同
期がコロナ影響により大幅に業績が悪化したこ
ともあり、売上高は�兆�,���億円と前年同期に
比べ�,���億円（��.�％）増加、営業利益は���億
円と同���億円（��.�％）増加、経常利益は�,���
億円と同���億円（��.�％）増加、親会社株主に
帰属する四半期純利益は�,���億円と同���億
円（��.�％）増加と、増収増益となりました。

しかしながら、�～�月期は、半導体を含む部品
供給不足やコロナ影響に伴う減産等により、売
上高は�,���億円と前年同期に比べ���億円（�.�
％）減少、営業利益は減産影響に加え原材料価
格高騰等により、���億円と同���億円（��.�％）
減少しました。経常利益は���億円と同���億円

（��.�％）減少、親会社株主に帰属する四半期純
利益は国内土地の減損損失��億円等により���
億円と同���億円（��.�％）減少しました。

配当につきましては、中間配当は前年中間配当
比�円増配となる�株当り��円とさせていただきま
した。年間配当予想は、半導体を含む部品供給不
足の影響が不透明なため、引き続き未定とさせて
いただきます。

株主の皆様におかれましては、引き続き変わらぬ
ご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

����年��月

代表取締役社長　　　　　　　　　　　　　

株式

役員

会社の概要

株　主　名 持 株 数（千株） 持株比率（％）

（注） 持株比率は、当社保有の自己株式を除いて算出しております。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

株式会社日本カストディ銀行（信託口）

トヨタ自動車株式会社

東京海上日動火災保険株式会社

株式会社三菱UFJ銀行

株式会社りそな銀行

株式会社静岡銀行

損害保険ジャパン株式会社

日本製鉄株式会社

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー ������

��,���

��,���

��,���

��,���

��,���

��,���

��,���

�,���

�,���

�,���

��.�

�.�

�.�

�.�

�.�

�.�

�.�

�.�

�.�

�.�

鈴 木 俊 宏
本 田 　 治
長 尾 正 彦
鈴 木 敏 明
齊 藤 欽 司
山 下 幸 宏
川 村 　 修
堂 道 秀 明
加藤百合子

代表取締役社長
代表取締役技監
取締役専務役員
取締役専務役員
取締役専務役員
取締役専務役員
取 締 役
取 締 役
取 締 役

豊 田 泰 輔
笠 井 公 人
田 中 範 雄
荒 木 信 幸
長 野 哲 久

常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役
監 査 役

鮎 川 堅 一
青 山 市 三
石 井 直 己
浅 井 慶 一
宮 本 敬 司
今 泉 伸 一
鈴 木 直 樹
堀 　 算 伸
加 藤 勝 弘
山 岸 重 雄
大 澤 康 治

副 社 長
専務役員
専務役員
常務役員
常務役員
常務役員
常務役員
常務役員
常務役員
常務役員
常務役員

内 田 　 聡
鳥 居 重 利
藤 崎 雅 之
菊 川 　 豊
生 熊 昌 広
高 柴 久 則
竹 内 寿 志
豊福健一朗
伊 藤 正 義
竹 内 達 郎
後 藤 賢 一

常務役員
常務役員
常務役員
常務役員
常務役員
常務役員
常務役員
常務役員
常務役員
常務役員
常務役員

���,���,���,���円
�月��日
連　結　　��,���名
単　独　　��,���名

● 資 本 金
● 決 算 期
● 従 業 員 数
　 (就業人員数)

スズキ株式会社
SUZUKI MOTOR CORPORATION
静岡県浜松市南区高塚町���番地
����年�月

● 社   　　名
● 英 文 社 名
● 本   　　社
● 設   　　立

（注） �. 取締役のうち、川村修、堂道秀明及び加藤百合子の三氏は、会社法第�条第��号に定める社外取締役であります。また、東京証券取引所の定めに基づく独立役員であります。
　　 �. 監査役のうち、田中範雄、荒木信幸及び長野哲久の三氏は、会社法第�条第��号に定める社外監査役であります。また、東京証券取引所の定めに基づく独立役員であります。

● 株式の総数
　 発行可能株式総数
　 発行済株式の総数

● 単元株式数
● 株　主　数

���株
��,���名�,���,���,���株

���,���,���株

● 大　株　主

（����年�月��日現在）

（����年��月�日現在）

（����年�月��日現在）
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連結貸借対照表 連結損益計算書 連結業績の推移

連結キャッシュ・フロー計算書

科　　　目

資 産 の 部

負 債 の 部

純 資 産 の 部

科　　　目

科　　　目 （　　　　　　　）（　　　　　　　）

負 債 合 計

純 資 産 合 計
負 債 純 資 産 合 計

流 　 動 　 資 　 産

固 　 定 　 資 　 産

流 　 動 　 負 　 債

固 　 定 　 負 　 債

株 　 主 　 資 　 本

その他の包括利益累計額

新   株   予   約   権
非 支 配 株 主 持 分

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
有 価 証 券
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
そ の 他
貸 倒 引 当 金

有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券
そ の 他
貸 倒 引 当 金
投 資 損 失 引 当 金

買 掛 金
電 子 記 録 債 務
短 期 借 入 金
未 払 法 人 税 等
製 品 保 証 引 当 金
そ の 他

新 株 予 約 権 付 社 債
長 期 借 入 金
そ の 他 の 引 当 金
退 職 給 付 に 係 る 負 債
そ の 他

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式

その 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
為 替 換 算 調 整 勘 定
退 職 給 付 に 係 る 調 整 累 計 額

資 　 産 　 合 　 計
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当第�四半期連結会計期間
（����年�月��日現在）

前連結会計年度
（����年�月��日現在）

売 上 高
売 上 原 価

売 上 総 利 益
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益
営 業 外 収 益

受 取 利 息
受 取 配 当 金
為 替 差 益
持 分 法 に よ る 投 資 利 益
そ の 他

営 業 外 費 用
支 払 利 息
為 替 差 損
開 発 中 止 関 連 費 用
そ の 他
経 常 利 益

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益
そ の 他

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損
減 損 損 失
新 型コロナウイルス関 連 損 失
税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 等
四 半 期 純 利 益

非支配株主に帰属する四半期純利益
親会社株主に帰属する四半期純利益

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）

現 金 及 び現 金 同 等 物 の期 首 残 高

現金及び現金同等物の四半期末残高
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当第�四半期連結累計期間
����年�月  �日から
����年�月��日まで

前第�四半期連結累計期間
����年�月  �日から
����年�月��日まで

（　　　　　　　）（　　　　　　　）
当第�四半期連結累計期間

����年�月  �日から
����年�月��日まで

前第�四半期連結累計期間
����年�月  �日から
����年�月��日まで
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（単位：億円）

���期 ���期 ���期 ���期上半期 ���期 ���期 ���期 ���期上半期

���期 ���期 ���期 ���期上半期

（単位：億円）

（単位：億円）（単位：億円）

■ 下半期　■ 上半期 ■ 下半期　■ 上半期

■ 下半期　■ 上半期 ■ 下半期　■ 上半期
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（単位：億円） （単位：億円）

���期上半期 ���期上半期 ���期上半期 ���期上半期 ���期上半期 ���期上半期 ���期上半期 ���期上半期
� � �

売上高 営業利益売上高 営業利益

連結売上高の推移 連結営業利益の推移

連結経常利益の推移 親会社株主に帰属する当期純利益の推移

事業別の業績 所在地別の業績
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■ 四輪車　■ 二輪車　■ マリン　■ その他 ■ 日本　■ 欧州　■ アジア　■ その他

（単位：百万円未満切捨て） （単位：百万円未満切捨て）

（単位：百万円未満切捨て）

�,���
�,���



次世代車載通信機の
技術仕様の共同開発に合意
スズキ、SUBARU、ダイハツ、トヨタ、マ
ツダの�社は、より安全で快適なコネ
クテッドサービスの早期提供に向け
て、次世代の車載通信機の技術仕様
を共同で開発し、通信システムの共通
化を推進することに合意しました。ト
ヨタが開発した車載通信機技術を
ベースに、スズキ・SUBARU・ダイハ
ツ・マツダが保有する技術を盛り込み
ながら、クルマからネットワーク、車載
通信機センターまでの接続仕様を共
通化した次世代のコネクテッドカー
向けのシステムを構築する予定です。

����年�月

ストリートバイク新型「GSX-S����」、
スポーツツアラー新型「GSX-S����GT」を発表
����年�月にストリートバイク「GSX-S����」の全面改良
を発表し、�月より世界各国で順次販売を開始しました。
日本国内では�月に発売しました。モノフォーカスタイ
プのLEDヘッドライトを、縦型�灯式に配列した斬新な
デザインを特長とし、電子制御システムS.I.R.S.を新たに
搭載することで、より扱いやすさとスポーティーなライ
ディングを両立できるストリートバイクとなりました。
また、�月には全く新しいコンセプトのスポーツツア
ラー新型「GSX-S����GT」を��月より海外で順次販売
を開始することを発表しました。スマートフォン連携機
能付の大画面フルカラー液晶メーター等を採用し、日
常での扱いやすさと長距離のツーリングにおける快
適性や高速安定性を追求しました。

自動車を取り巻く環境とCASE対応
昨今、自動車業界では、次世代に向けて「CASE」の�つの頭文字で表現される技術革新（「コネクテッド」「自動運転」「シェアリン
グ」「電動化」）が加速しています。�つの技術を進化させることで、自動車メーカー各社は、モビリティサービス業へと変わろうと
いう方向性を打ち出しています。
スズキにおいては、新たに二輪と四輪の垣根を取り払った次世代モビリティサービス本部を����年��月に、EV事業本部を����
年�月に新たに立ち上げ、「CASE」への対応を加速させています。
また、����年�月にはダイハツ工業株式会社とともに、
����年�月にトヨタ自動車株式会社、日野自動車株式会
社、いすゞ自動車株式会社が立ち上げた商用事業プロ
ジェクト「コマーシャル・ジャパン・パートナーシップ
（CJP）」に参画することを発表しました。
日本の自動車保有台数約�,���万台のうち、約�,���万台
を占める軽自動車は、地方を中心に人々の日常生活に欠
かせない存在であり、中でも軽商用車は物流のラストワン
マイルを支えています。CJPにスズキとダイハツ工業が加
わることで、トラックから軽商用車まで一気通貫で物流の
効率化を図ることができます。

❶物流の大動脈（トラック物流）から毛細血管（軽商用車）までつながるコネクテッド基盤構築による物流効率化
❷安心安全に寄与する先進安全技術の商用車～軽自動車までの普及拡大
❸サステナブルな普及を目指す良品廉価な軽自動車の電動化に向けた技術協力

����年に軽自動車の規格が制定されて以降、軽自動車は、人々の暮らしや仕事に寄り添い、生活を豊かなものにするた
め、地域の移動、農林水産、建設、小売、物流など、様々な用途に使われてきました。
今、日本ではあらゆる産業がカーボンニュートラルの実現に向けて活動しており、軽自動車の世界も例外ではありません。
お求めやすい価格でカーボンニュートラルに貢献する軽自動車を市場に送り出すこと、お客様の生活に無くてはならない存
在であり続けることが我々の使命です。
しかし、この使命を実現しようとすると、単独では非常に難しい。社会全体で、同じ目標に向かって取り組んでいかないと達
成できません。
軽自動車は、サイズや排気量、そして何よりお求めやすい価格など様々な制約のなかで作り上げられた「芸術品」です。国民
車でありライフラインである軽自動車を時代の変化にあわせて進化させお客様の生活をより豊かにする道具として先人た
ちが作り上げてきた「芸術品」のバトンを未来につなぎたい、それが我々の使命であり願いです。
同じ志を持つ仲間として、まずは�社で一緒に取り組んでいきたいと考えています。

新型「ワゴンRスマイル」を発表
「高いデザイン性とスライドドアの使い勝手を融合させた、新
しい軽ワゴン」をコンセプトとして開発したワゴンRの新モデ
ル「ワゴンRスマイル」を����年�月より発売することを発表
しました。
ワゴンRの特長である広い室内空間と高い機能性に加え、
スライドドアの利便性と個性的なデザインを兼ね備えた
モデルとして、幅広い
世代のお客様に
ご提案します。

カンヌ国際ボートショーで
新型マリン用品を発表
フランスのカンヌ国際ボートショーで電子スロットル&シフト
システムの新型「スズキ・プレシジョンコントロール」、ワンプ
ッシュでエンジンを始動できる新型「キーレススタートシステ
ム」、ソフトウェアをバージョンアップした液晶カラーディスプ
レイ「スズキ・マルチファンクションゲージ」を発表しました。

スズキ、ダイハツ、トヨタ共同記者会見（�月��日）での鈴木俊宏スズキ㈱社長あいさつ要旨

CJPでの協業による主な目標

����年�-�月期の主なトピックス

����年�月／�月 ����年�月 ����年�月

トピックス

▲CJP参画を発表した記者会見の様子（����年�月）



株主メモ

�月中

７２６９

➀証券会社をご利用の株主様
　お取引の証券会社にお申出ください。
➁証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様
　特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

定時株主総会

基 準 日

公告方法

証券コード

定時株主総会
期末配当金
中間配当金
その他必要があるときは、あらかじめ公告します。

電子公告によります。
但し、やむを得ない事由によって電子公告が
できない場合は、東京都において発行される
日本経済新聞に掲載して行います。
h t t p s : / / w w w . s u z u k i . c o . j p / i r /

�月��日
�月��日
�月��日

〒���-���� 東京都千代田区丸の内一丁目�番�号
三井住友信託銀行株式会社

〒���-���� 名古屋市中区栄三丁目��番��号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

〒���-���� 東京都杉並区和泉二丁目�番�号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行事務センター
フリーダイヤル ０１２０-７８２-０３１

（受付時間：土日休日を除く９：００～１７：００）

三井住友信託銀行株式会社 全国本支店

株主名簿管理人
特別口座の口座
管理機関

郵便物送付先
（電話照会先）

同事務取扱場所

同取次窓口

株式に関する各種お手続きについて
住所変更、単元未満株式の買取･買増等のお申出先について 未払配当金の支払いについて

株主名簿管理人である三井住友信託銀行
株式会社にお申出ください。

Photo：ソリオ バンディット
※グラフの色及び掲載写真の一部を変更しております。


